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高鍋町社会福祉協議会（事務局）

☎ 0983-22-4076   fax 0983-23-5365
お問合せ

ボランティアに、
出かける人。

ボランティアをしようと思ったきっかけは ?

私の人生でボランティアをやろうと思って始め

たきっかけは、正直ありません。たまたま 70

歳で仕事をやめた時、地域の自治会長と民生

委員をやることになったことに、それが当ては

まるでしょう。何故なら、自治会活動そのもの

が、誰彼の差別なく「地域住民の為」であり、

ボランティア活動で成り立つからです。ボランティアをしようと思ったきっかけは ?

たかなべふくし塾、お膳部ボランティアなどに参加する中で

「まちなかコラボ」子ども食堂の活動に興味を持ちました。

ボランティアをしようと思ったきっかけは ?

友人が関わっていて、応募しようという気持ちで参加しました。

頑張っている人たちを見てすごいな～と感心し、活動参加が

増えていきました。自分たちの住む地域への理解を深め、で

きることからはじめてみようと思いました。

活動をして良かったと思える時は ?

83 歳になった今、それを振り返ると、もしそ

の自治会活動の 7 年間がなかったら、今、こ

れほどの心豊かな人生は無かった気がします。

人の為に自分の能力を使うと、いつの間にか

その人との深い交友ができて、人生そのもの

を豊かにできることに尽きることです。

活動をして良かったと思える時は ?

ボランティア仲間との新たな出会いもあり、子ども食堂に集

われる方々の笑顔と「作る」「食べる」が私自身の励みになっ

ています。月に一度楽しい交流の場です。

活動をして良かったと思える時は ?

いろいろな人たちとの出逢いがあり感謝しています。ボランティ

アをするのが、うれしいし楽しいです。今までで自分も手助け

をしてもらってやって来ました。つながりを絶さず恩返し出来

たらと思います。今後も裏でそっと支えていきたいです。

仕事でも遊びでもなくて、何か夢中でやり遂げてみたい気分！

そんな時は地域のボランティアに参加してみてはどうでしょう。

現場のみなさん、とってもイキイキされてます。

Le t ' s  GO  Vo l un tee r !

お話を伺ってみました。

小村 泰三さん

杉 美保子さん

押川 美津子さん

by オレンジカフェ はまぼう

by まちなかコラボ（コラボ食堂）

by お膳部

お膳部：毎月第 3 木曜、宅食を目的に老人福祉館にて開催

オレンジカフェ はまぼう：毎月第 3 木曜、老人福祉館別館にて開催

コラボ食堂：毎月第 4 土曜、まちなかコラボにて開催

P ICK  UP  



香典返しとして、高鍋町の福祉活動へ
のご協力の寄付をいただいております。

忌明寄付

一般会員会費とは別に、個人様、法人
様、団体様から高鍋町の福祉活動への
ご協力の寄付をいただいております。

篤志寄付
と く し

きめ い

一戸あたり

受付期間：毎年 6月末

480円
社協会費

住民参加による地域福祉の推進、ボランティアの育成や
活動の推進、福祉機器やフードバンク等、福祉のまちづ
くり推進などに使われています。

会費等の受入窓口 高鍋町社会福祉協議会 事務所　　高鍋町役場 福祉課

高鍋町の世帯一戸ごとに「戸別寄付」としていただいております。戸 別 寄 付

受付期間：毎年 12月

歳末たすけあい募金

新たな年を迎える時期に、支援を必要とする人たちが地
域で安心して暮らすことができるよう、民生委員による慰
問活動や品物贈呈を行っています。

一戸あたり目安

受付期間：毎年 10月～ 12月

600円

一戸あたり目安 200円

赤い羽根共同募金

町内の各種団体において実施される事業の助成金として
使われたり、たかなべふくし塾（防災対策等の講義）の
開催、災害発生時に使用する備品の購入、社協の事業
を知っていただくためのまつりイベント事業などに使われて
います。
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高鍋のために何かできることはないかと考えてい

た時に、高鍋町社協から声をかけてもらいました。

「これだ！」と思いすぐに協力させていただきまし

た。地域で育てていただいた餃子で地域貢献で

きないかといつも考えています。

お膳部には、社協の広報誌を見て知人が協力し

ていた事を知り、それがきっかけで提供するよう

になりました。サツマイモ、ニンジン、里芋、じゃ

がいもを時期ごとに提供しています。なるべく農

薬を使わず、安心安全な作物を作っています。

食べ方としては、サツマイモでしたら、甘さを引

き出せる「焼き芋」がおすすめです。

地元企業

馬渡餃子さま

地元農家

竹原祐光さん

地域からのいただきもの。

社
協
役
員
を

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

寄付品はお膳部の活動へ
あてられています。

新役員紹介

会費や寄付、募金の使われ方

サツマイモ

寄付品

冷凍餃子

寄付品

（後列左から）高鍋商工会議所代表 / 福岡 直樹、児湯農業協同組合代表 / 長谷部 将一、民生委員児童委員協議会代表 / 秋月 

種郎、自治公民館連絡協議会代表 / 飯干 幹雄　（前列左から）監事 / 兒玉 あつ子、高鍋町副町長 / 小山 圭一、会長 / 岩﨑 信や、

監事 / 山本 泰英



成年後見事業
17,185

介護保険
事業
72,238

障害福祉サービス
33,415

地域福祉
推進事業
72,018

単位：千円

法人運営事業
29,932

成年後見事業
15,789

介護保険
事業
70,406

障害福祉サービス
30,873

地域福祉
推進事業
60,026

法人運営事業
36,760

その他の活動
1,538その他収入

652
障害福祉
21,764

保育事業
16,460

介護保険
58,946

他事業
379 貸付事業

570

受託金
76,153

補助金
29,875

寄付金
3,787

会費
2,121

前期繰越
921

障害福祉
21,938

保育事業
14,517

介護保険
63,645

他事業
402 貸付事業

1,200

受託金
88,562

補助金
29,136

寄付金
1,900

会費
2,262

その他収入
305

令
和
４
年
度
決
算

令
和
５
年
度
予
算 支出

224,788 
収入
224,788

支出
213,854 

収入
212,245 
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好きな言葉

「日々是好日」

今日も生涯の１日！かけがえのない今日を精一杯、生きたいです。

趣味 · 特技

「植物の観察」

植物全般が好きです。いつかツリーハウスを作りたいです。※協力者求む。

高鍋社協で働こうと思った理由

地域に関わる仕事がしたい、たくさんの人に出会いたいと思い高鍋社協に来ました。

三
み よ し

好 麻
あ さ み

美 -  高鍋町障がい者（児）等基幹相談支援センター

好きな言葉

「ありがとう」

伝える人も伝えられる人もお互いが幸せになれる言葉だからです。

趣味 · 特技

「ドライブ」

子育ても一段落し、週末は夫婦でドライブして神社を巡り、御朱印集めを楽しんでいます。

高鍋社協で働こうと思った理由

高鍋社協の皆さんと一緒に安心して暮らせる町を目指したいと思いました。

掛
かけごし

越 周
しゅういち

一 -  相談支援事業所

好きな言葉

「いつも心に太陽を」

自分自身が前向きになる為の “ おまじない ” のような言葉です。

趣味 · 特技

「植物散策」

植物の生命力に魅了されています。特に今は、多肉植物の沼にどっぷりハマっています。

高鍋社協で働こうと思った理由

「つながる架け橋」です。

高鍋社協が地域で担う役割と職員の誠実な姿勢に感銘を受けました。

松
まつもと

本 紀
き み こ

美子 -  ふれあい総合相談支援センター

これからお世話になります。

新職員紹介 会計報告

忌明寄付

令和 5 年 1 月1日から 6 月 30 日まで次の方々からご寄付がありました。
個人情報保護法に基づき了承を得た方のみ掲載しております。
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所

町民のみなさまには年間を通して、ご支援・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。
心より感謝申しあげます。これからも「安心してともに暮らせる地域社会の実現」に向けて、
積極的に取り組んで参りたいと思います。一層のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願いいたします。



脚本：かこ

解決

第7話  たかなべふくし塾編

ま
た
参
加
し
よ
う
と

思
う
ん
だ
。

い
ろ
ん
な
事
を
学
び

た
い
し
ね
♩

参
加
し
た

人
達
も

体
験
し
て

初
め
て

分
か
っ
た
事

ば
か
り
っ
て

話
し
て
た
よ
！

そ
う
な
ん
だ
！

や
っ
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
も
の
な
ん
だ
ね

こ
の
前
、

『
た
か
な
べ
ふ
く
し
塾
』
で

救
急
法
を
勉
強
し
た
よ
！

『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』
を
使
っ
て

訓
練
し
た
け
ど

や
っ
ぱ
り
訓
練
を

し
て
お
か
な
い
と

い
ざ
と
い
う
時
に
で
き
な

い
っ
て
思
っ
た
！

た
つ
し
げ
く
ん

『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』
知
っ
て
る
？

『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』
は
知
っ
て
る
け
ど

使
い
方
は
わ
か
ら
な
い
か
も
。

た
く
さ
ん
の
人
に

参
加
し
て
ほ
し
い
ね
！

発行　社会福祉法人 高鍋町社会福祉協議会
宮崎県児湯郡高鍋町大字北高鍋 300 番地　☎ 0983-22-4076
令和 5 年 9 月発行

高鍋町社会福祉協議会の財務情報は

ホームページに掲載しております。

今回の取材は、感染症予防対策をしっかり行いつつ、

撮影時のみマスクの着用を控える形で取り組みました。

ご協力いただきありがとうございました。

S O R E I K E !  S H A K Y O

たかなべふくし塾

この塾は、身近な事から取り組める活動をみなさんと共に考え · 学

び · 成長し、色々な情報を知り、少しでも早期対応（はじめの一歩）

が出来るようにと考えています。地域の問題を解決するためのヒント

や、住み慣れた地域で助け合いのできる環境作りのお手伝いとなる

よう、より良い街づくりを目指した取り組みを行っていきます。

ＴＥＬ：０９８３-２２-４０７６　　ＦＡＸ：０９８３-２３-５３６５
高鍋町社会福祉協議会（担当：石井）

参 加
無 料　　

随 時
受 付

随時受講できます

8 月 4 日（金）
9 月 29 日（金）
10 月 26 日（木）
11 月 24 日（金）
12 月 26 日（火）

今後の日程

申し込み・問い合せ先　　

ヤングケアラーのために出来る事「気づく· つなぐ· 支える」
「人の生きるべく道」
知っておきたい食品表示
災害ボランティア運営訓練
DVD 鑑賞 / 中村哲『荒野に希望の灯をともす』/まとめ · 修了式

テーマ内容


